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VIDEO-CDの応用と再生装置

VIDEO-CDは,家庭用エンターテイメントから業務用に至るまで幅広い応用が期待されている｡用途に応じて種々の再生装置が提供できる｡

ⅤIDEO-CDは,ディスク1枚で74分の動画と音声

が再生叫能なCDの新しい規格品であり,メニュー両

面によるインタラクティブ再生が実現できる｡この

ため,映画やカラオケのほか,教育･教養ソフトや

電子カタログ･マニュアルなど,幅広い応用が期待

できる｡

このような状況の中で,1994年11月に新コンセプ

トテレビとしてⅤIDEO-CDプレーヤを内蔵した24

型ワイドテレビ"ⅤIDEO-CD Nextage''を製品化し

た｡また,1995年4Jjには,ゲーム機内蔵プレーヤ

｢ハイサターン+を製品化した｡これらは,新開発の

MPEG(MovingPictureExpertsGroup)デコーダ

LSIとSHマイコン(マイクロコンピュータ)を搭載

し,ⅤIDEO-CDを高画質に再生可能なほか,マルチ

CDプレーヤとしてPhoto-CDなども併せて楽しむ

ことができる｡さらに,ⅤIDEO-CD制作ツールとし

て,使いやすいインタフェースを持つインタラクテ

ィブ制御用シナリオ編集装置などを開発し,ⅤIDEO-

CDの制作から再生まで総合的な開発に,取り組んで

いる｡
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n はじめに

レコードに代わる新しいメディアとしてCDが電場し

てから12年が経過した｡この間にCDは,音楽月1からデー

タ用のCD-ROM(CD-ReadOnlyMemory),音声と静止

画に対応したCD-Ⅰ(CD一Interactive),パソコンに対応す

るCD-ROM/ⅩA(Extended Architecture)へと発展し

てきた｡1994年に最新規格のⅤIDEO-CDが登場するまで

の経過を図1に示す｡

ⅤIDEO-CDは従来のCD規格を基盤にディジタル画像

圧縮技術"MPEGl”を導入し,ディスク1枚で74分のフ

ルモーション勤画と音声の再生を可能にした｡同時に採

用されたプレイバックコントロール機能は,簡単なイン

タラクティブ制御を実現した｡ⅤIDEO-CDは,パソコン

やテレビを両年装置として家庭に導入されるマルチメデ

ィアとして期待できるものである｡ここでは,ⅤIDEO-

CDの特徴と応用展開について述べる｡

囚 ∨旧EO-CDの応用展開

2.1応用例

ⅤIDEO-CDの応用は,カラオケを小心にレーザディス

クの置き換えから始まり,レーザディスクに比べて装置

の小型化,低価格化が大きなメリットとして期待されて

いる｡ⅤIDEO-CDは,動画と高精細静止画を自由に利用

して非常に表現力のあるインタフェースを実現すること

ができ,インタラクティブ制御機能を利用した新しい応

用展開が進んでいる｡幾つかの例をあげると,民生用と
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図I CDから∨旧EO-CDへの展開

ディジタル画像圧縮技術の進歩を背景に,パッケージメディアも

マルチメディア化されてきた｡

してはカラオケに始まって教育･教養ソフト(語学学習･

スポーツ･料理等)などが,業務用としてはカタログ,教

育や訓練のための各種電子マニュアルなどがある｡

インタラクティブ機能を利用して作られた電子マニュ

アルの応何の一例を図2に示す｡この電子マニュアルは,

(1)初期メニュー,(2)解説と操作を説明する軸内マニュア

ル部分,(3)詳細説明項目を選択するためのサブメニュ

ー,(4)操作などを詳細に説明する詳細説明部分で構成し

ている｡

ユーザーは,ⅤIDEO-CDプレーヤのりモコン(リモー

トコントローラ)の数字キーにより,初期メニューから劾

画マニュアルとサブメニューを選択再生することができ

る｡分岐情報として｢1+が入力されたときは動画マニ

ュアルが,｢2+が入力されたときはサブメニューが再生

される｡動向マニュアル部分は通常のVTRと同様に,リ
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図2 インタラクティブ機能を利用した電子マニュアルの例

ディスク上に記録されたPSD(P】∂ySequenceDescriptor)により,ユーザーはリモコン操作で見たい項目を簡単に選択再生することができる｡
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モコン操作によって--rl寸･送り･スロー･一時停止などの特

殊再′[が可能である｡動画マニュアルを二再生中にさらに

再生キーを押すと,動向再生を中断して現在再社中の動

向に関連した詳細説明項目が,サブメニューとしてヰ年

される｡サブメニューからは,リモコンの数字キーによ

って階層化された詳細説明部分の中から見たいものを選

択再′仁することができる｡また,初期メニュー,動画マ

ニュアル部分,サブメニュー,詳細説明部分の各階層で

バックキーを押すと,一つ前の階層に戻ることができる

ほか,詳細説明部分からはストップキーによってl自二接初

期メニューに戻ることができる｡

このように,簡単なリモコン操作により,インタラク

ティブな電子マニュアルを提供することができる｡

2.2 再生装置の展開

.L記のようなさまざまな応用展開が期待されているIll
で,再生装置として,現在R_‾在製作所が提供しているも

のを93ページの写其に示す｡ⅤIDEO-CDl勺蔵テレビ

"VIDEO-CD Nextage''では,テレビとプレーヤを一体

型にすることによって,煩わしい接続作業を不要とした

ほか,常に最高の肉質でⅤIDEOICDを再生表示すること

が可能である｡インタラクティブ制御は,テレビ選仁1･

プレーヤ制御用の赤外線リモコンで行う｡ゲーム機内蔵

プレーヤ｢ハイサターン+は,ゲーム朋のCD,ⅤIDEO-

CDなどの砧′[が‾吋能である｡"ⅤIDEO-CD Nextage”と

｢ハイサターン+は,新開発のMPEGデコーダLSIと制御

糊としてSHマイコン〔RISC(ReducedInstruction Set

Computer)方式シングルチップマイコン〕を搭載してい

る｡SHマイコンのソフトウェア処二哩で最大100枚までの

写穴を手軽に見ることができるPhoto-CD,グラフィッ

クス静止両と音声･音楽を楽しめるCD-Gの再生を可能

にしている｡その他の再生装置としてはカラオケ専肘機

や,MPEG再生カードを持つCD-ROM搭載のパソコン

などがある｡特定のOSやアプリケーションに依存しなし､

規格が,このように用途に応じて種々の再f_巨装置の鶴間

を吋能にしている｡

B vIDEO-CDの制作

ⅤIDEO-CDオーサリングtノ程は三つの_工程で構成する

(図3参照)｡プリプロダクションは,企画に始まって映像

素材を収録する創造的な部分であり,従来の映像制作部

分でもある｡ポストプロダクションは,素材のディジタル

化,h三筋,対話制御のためのリンクシナリオ編集などの

ディジタルメディア椅有の処理を行う部分である｡最後

のメディアプロダクションは,実際のCDに記録するため

のフォーマッティング,マスタリングを行う部分である｡

制作ツールの開発は,品質の確保,生産性の確保の視

点から進めてきた｡ⅤIDEO-CD特有の制作ツールとし

て,高画質MPEG圧縮装置,使いやすいインタフェース

を持ちインタラクティブ制御用シナリオを編集する装置

がその一つである｡また,編集を容易に行うために,CD

上の物理的データ配置を構築して模擬試行するメディア

ビルダとシミュレータを開発した｡これらの佃ノJを得た
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図3 VIDEO【CDオーサリング設備

VtDEO-CDを制作する一貫設備では,メディアビルダ,シミュレータを用いてディスク製造前に編集結果の確認を行い,制作効率を上げている｡
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表I VIDEO-CDの主な仕様(NTSCの場合)

ディジタル動画･音声の再生に加え,高精細静止画再生機能とプ

レイバックコントロール機能を持ち,インタラクティブ再生を可能

にした｡

項 目 内 容

物理

フォーマット
CD-ROM/XA

ディジタルビデオ

MPEGl準拠

画素数･フレーム周波数:352×240･29.97Hz

データ転送速度:最大l.152Mビソト/s

ディジタル

オーディオ

MPEGl レイヤⅠⅠ

標本化周波数:44.1kHz

データ転送速度:224kビント/s

静止画の画素数 標準:352×240,高精細:704×480

再生制御

通常再生･特殊再生(スロー,一時停止,早送

り,こま送りなど)プレイバックコントロールによるイ

ンタラクティブ再生

注:略語説明

NTSC(NationalTelevision System Committee)

ことによr),実際のCDを製作するⅤIDEO-CD制作の一

貫設備が構築できる｡

巴 VIDEO-CD規格の概要

ⅤIDEO-CD規格はCD-ROM規格のアプリケーション

屑に構築され,ディスクの物理フォーマットはCD-

ROM/ⅩA仕様に準拠している｡ⅤIDEO-CDの特徴は,

MPEGlに準拠したディジタルビデオ･オーディオの再

くと機能に加え,高精細静止画再/ヒ機能と簡単なインタラ

クティブ制御を実現するプレイバックコントロール機能

を持っていることである｡ⅤIDEO-CDの主な仕様を表1

にホす｡ⅤIDEO-CDでの軌西の画素数は,NTSC信号の

場合352×240内薫であー),家庭用VHS-VTRと同程度の

肉質を提供する｡静.1l二由はMPEGlのトピクチャに準拠

し,1枚の向に対し標準精細静止画と高精細静止痢を持

つことができる｡標準精細静止画の画素数は動向の内素

数と同じである｡これに対し高精細静止画の画素数は,

NTSC信号の場合704×480内素である｡静止画はメニュ

ー両面などに利用されるほか,解像度が要求される電子

出版ソフトなどへの対応も可能にする｡一方,ⅤIDEO-

CDでのオーディオは,MPEGlのレイヤⅠⅠを使用し,MD

(MiniDisc)やDCC(DigitalCompact Cassette)とほぼ
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図4 再生装置のブロックダイアグラム

新開発のMPEGlデコーダLSlとSHマイコンなどによって構成す

る〉lDEO-CD再生部を示す｡

同じ音質を提供する｡

プレイバックコントロール機能は,具体的にはメニュ

ー何曲によってユーザーが見たい内容を選択できる機能

である｡この機能を実現するため,ディスク上のⅤIDEO-

CDインフォメーションエリアにf)SDと呼ばれる再生制

御情報が記録されている｡このPSDは,動向や静止画の

‾再生手順,およびメニューの分岐再生手順を記述したも

のである｡ⅤIDEO-CDプレーヤのリモコンキーには,

PSDに対応したインタラクティブ制御機能が割り付け

られており,ユーザーはインタラクティブ再生を行うこ

とができる｡

ⅤIDEO-CD再生装置のブロック凶を図4に示す｡主な

構成要素は,CDプレーヤ,CD-ROMデコーダLSI,MPEG

虹縮されたディジタルビデオ･オーディオを伸張する

MPEGデコーダLSI,およびこれらを制御してPSDによ

るインタラクティブ再生処理を行うマイコンである｡

8 おわりに

ここでは,動画や静止画をインタラクティブに制御で

きる新しいCD規格であるⅤIDEO-CDについて述べた｡

すでに,多数の映画やカラオケのタイトルが発売され

ている現状で,このⅤIDEO-CDは,インタラクティブ機

能を利用して,教育･教養ソフトや電了･カタログ･マニ

ュアルなど家庭用から業務用まで幅広いニーズにこたえ

ることができる｡
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